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マウスフィー ダー細胞を使わずに大量の神経誘導を行う技術を開発した。さらに、コリンというfloor plate の
特異的表面マーカーを用いて、ドパミン神経前駆細胞のみを選別するセルソーティング技術の開発を行った。
これにより、ドパミン神経細胞の純度が高まり不必要な増殖性細胞（未分化 iPS 細胞や初期神経幹細胞など）
を取り除くことができ、有効かつ安全なドパミン神経前駆細胞を安定して作製することが可能になった。
神経細胞移植においてはホスト脳の環境も重要である。我々は移植されたドパミン神経前駆細胞の生着や
シナプス形成を向上させるためのホスト脳環境改善にも取り組んでいる。ドパミン神経細胞の生着が違う脳環
境の遺伝子発現プロファイルを比較検討することにより、Neurexophilin 3（NXPH 3）がドパミン神経細胞の
生着を向上させることを明らかにした。さらに女性ホルモンであるエストロゲンを投与することによって移植さ
れたドパミン神経細胞とホスト脳の線条体神経細胞とのシナプス形成が促進されることも明らかにした。これ
らの結果は細胞移植効率の向上に繋がるものと期待される。
本講演ではこれらの iPS 細胞を用いたパーキンソン病治療開発研究の現状を紹介し、臨床応用に向けた
課題や展望について述べる。
